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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と第２基板との間に液晶層を保持した構成の液晶表示パネルを備え、複数の画
素によって構成されたアクティブエリアを備えた液晶表示装置であって、
　前記第１基板は、
　前記アクティブエリアの第１方向に延出するように配置された第一配線と、
　前記第一配線を覆う絶縁膜と、
　前記アクティブエリアの全体に亘り第１方向に交差する第２方向に延出し、前記第一配
線と前記絶縁膜を介して交差するように配置された接続配線と、
　前記第一配線と前記接続配線とを電気的に接続するコンタクト部と、
　前記アクティブエリアにおいて、前記絶縁膜上において前記接続配線と平行に延出する
ように配置された第二配線と、
　第２方向の延長線上に位置するアクティブエリア外の一辺に沿って配置され、前記接続
配線に接続され前記第一配線に信号を供給するための第１パッド及び前記第二配線に接続
され前記第二配線に信号を供給するための第２パッドを備えた信号供給部と、
　を備え、
　前記第１パッド及び前記第２パッドは、第１方向に延びた一直線状に配列され、
　前記第二配線は、アクティブエリア外に引き出された前記接続配線と交互に配置される
とともに前記第１パッドよりも第１基板の基板端側で互いに交差することなく前記第２パ
ッドまで引き回され、
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　前記第一配線及び前記接続配線と、前記第二配線とは同数であることを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項２】
　さらに、前記第１パッド及び前記第２パッドに接続され、前記第一配線及び前記第二配
線にそれぞれ信号を供給するドライバを含む単一の駆動ＩＣチップを備えたことを特徴と
する請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　さらに、前記第１パッドに接続され、前記第一配線に信号を供給する第１ドライバを含
む第１駆動ＩＣチップと、
　前記第２パッドに接続され、前記第二配線に信号を供給する第２ドライバを含む第２駆
動ＩＣチップと、を備え、
　前記第１駆動ＩＣチップ及び前記第２駆動ＩＣチップが第１方向に並んで配置されたこ
とを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶表示装置に係り、特に、ゲート線やソース線などの信号配線と信号供
給部とを接続する接続配線がアクティブエリアに配置された液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　平面表示装置として代表的な液晶表示装置は、軽量、薄型、低消費電力などの特徴を生
かして、パーソナルコンピュータやテレビなどのＯＡ機器などの表示装置として各種分野
で利用されている。近年では、液晶表示装置は、携帯電話などの携帯端末機器や、カーナ
ビゲーション装置、ゲーム機などの表示装置としても利用されている。
【０００３】
　液晶表示装置は、シール材を介して貼り合わせられたアレイ基板と対向基板との間に液
晶層を保持して構成された液晶表示パネルを備えている。
【０００４】
　近年、液晶表示パネルには、高精細化が求められ、画素数の増加に伴ってゲート線及び
ソース線の本数が増加する傾向にある。そのため、これらのゲート線及びソース線と各入
力端子（パッド）とを接続する接続配線の本数が増加するため、これらの接続配線を配置
するためのアクティブエリア外のサイズ（額縁サイズ）が大きくなる傾向にある。
【０００５】
　このような課題に対して、例えば特許文献１によれば、複数のゲート線が互いに隣り合
う２本毎に連結され、その連結された２本毎にゲート引き回し配線を有し、各ソース線が
画素間において互いに平行に延びるソース第１入力線及びソース第２入力線を有する構成
が開示されている。
【０００６】
　このような構成においては、連結されたゲート線に接続されたＴＦＴの一方がソース第
１入力線に接続されるとともにＴＦＴの他方がソース第２入力線に接続され、それぞれ独
立に駆動制御されている。
【特許文献１】特開２００８－５８３５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に開示された構成においては、ゲート線とゲート信号入力端子とを接続する
ためのゲート引き回し配線は、ゲート信号入力端子及びソース信号入力端子が設けられた
基板本体の一辺とは異なる辺に沿った周辺領域に配置される。このため、依然としてゲー
ト引き回し配線を配置するための領域を確保する必要がある。
【０００８】
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　この発明は、上述した問題点に鑑みなされたものであって、その目的は、狭額縁化が可
能であるとともに、額縁サイズを拡大することなく高精細化が可能な液晶表示装置を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明の一態様によれば、
　第１基板と第２基板との間に液晶層を保持した構成の液晶表示パネルを備え、複数の画
素によって構成されたアクティブエリアを備えた液晶表示装置であって、
　前記第１基板は、
　前記アクティブエリアの第１方向に延出するように配置された第一配線と、
　前記アクティブエリアの第１方向に交差する第２方向に延出し、前記第一配線と絶縁膜
を介して交差するように配置された接続配線と、
　前記第一配線と前記接続配線とを電気的に接続するコンタクト部と、
　前記アクティブエリアにおいて、前記接続配線と平行に延出するように配置された第二
配線と、
　第２方向の延長線上に位置するアクティブエリア外の一辺に沿って配置され、前記接続
配線に接続され前記第一配線に信号を供給するための第１パッド及び前記第二配線に接続
され前記第二配線に信号を供給するための第２パッドを備えた信号供給部と、
　を備え、
　前記第１パッドと前記第２パッドとが交互に配置されたことを特徴とする液晶表示装置
が提供される。
【００１０】
　この発明の他の態様によれば、
　第１基板と第２基板との間に液晶層を保持した構成の液晶表示パネルを備え、複数の画
素によって構成されたアクティブエリアを備えた液晶表示装置であって、
　前記第１基板は、
　前記アクティブエリアの第１方向に延出するように配置された第一配線と、
　前記アクティブエリアの第１方向に交差する第２方向に延出し、前記第一配線と絶縁膜
を介して交差するように配置された接続配線と、
　前記第一配線と前記接続配線とを電気的に接続するコンタクト部と、
　前記アクティブエリアにおいて、前記接続配線と平行に延出するように配置された第二
配線と、
　第２方向の延長線上に位置するアクティブエリア外の一辺に沿って配置され、前記接続
配線に接続され前記第一配線に信号を供給するための第１パッド及び前記第二配線に接続
され前記第二配線に信号を供給するための第２パッドを備えた信号供給部と、
　を備え、
　前記第１パッド及び第２パッドは、第１方向に延びた一直線状に配列され、
　前記第二配線は、アクティブエリア外に引き出された前記接続配線と交互に配置される
とともに前記第１パッドよりも第１基板の基板端側で互いに交差することなく前記第２パ
ッドまで引き回されたことを特徴とする液晶表示装置が提供される。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明によれば、狭額縁化が可能であるとともに、額縁サイズを拡大することなく高
精細化が可能な液晶表示装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、この発明の一実施の形態に係る液晶表示装置の液晶表示パネルの構成を
概略的に示す図である。
【図２】図２は、図１に示した液晶表示パネル及びアレイ基板の構成を概略的に示す断面
図である。
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【図３】図３は、図１に示した液晶表示パネルにおける画素の構成を概略的に示す平面図
である。
【図４】図４は、図３に示したアレイ基板をＢ－Ｂ線で切断したときの構造を概略的に示
す断面図である。
【図５】図５は、ゲート線とゲート接続配線とのコンタクト例を説明するための図である
。
【図６】図６は、図５に示した液晶表示パネルにおける信号供給部の構成を概略的に示す
図である。
【図７】図７は、図５に示した液晶表示パネルにおける信号供給部の他の構成を概略的に
示す図である。
【図８】図８は、図５に示した液晶表示パネルにおける信号供給部の他の構成を概略的に
示す図である。
【図９】図９は、図５に示した液晶表示パネルにおける信号供給部の他の構成を概略的に
示す図である。
【図１０】図１０は、図５に示した液晶表示パネルにおける信号供給部の他の構成を概略
的に示す図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、この発明の一実施の形態に係る表示装置、特に液晶表示装置について図面を参照
して説明する。
【００１４】
　図１に示すように、液晶表示装置は、略矩形平板状の液晶表示パネル１００を備えてい
る。すなわち、液晶表示パネル１００は、一対の基板すなわちアレイ基板（第１基板）２
００及び対向基板（第２基板）３００と、アレイ基板２００と対向基板３００との間に保
持された液晶層４００と、によって構成されている。
【００１５】
　これらのアレイ基板２００と対向基板３００とは、シール材１１０によって貼り合わせ
られ、これらの間に液晶層４００を保持するための所定のセルギャップを形成する。この
ようなセルギャップは、例えば、一方の基板に一体的に形成された柱状スペーサによって
形成可能である。液晶層４００は、アレイ基板２００と対向基板３００との間のセルギャ
ップに封入された液晶組成物によって形成されている。
【００１６】
　液晶表示パネル１００は、シール材１１０によって囲まれた内側に、画像を表示する略
矩形状のアクティブエリア１２０を備えている。このアクティブエリア１２０は、マトリ
クス状に配置された複数の画素ＰＸによって構成されている。
【００１７】
　アレイ基板２００は、アクティブエリア１２０において、第１方向例えば行方向Ｈに沿
って延出するように配置された複数の第一配線であるゲート線Ｙ（１、２、３、…、ｍ）
と、第１方向に交差する第２方向例えば列方向Ｖに沿って延出するように配置された複数
のゲート接続配線ＹＣ（１、２、３、…、ｎ）と、列方向Ｖに沿って延出するように配置
された複数の第二配線であるソース線Ｘ（１、２、３、…、ｎ）と、各画素ＰＸにおける
ソース線Ｘとゲート線Ｙとの交差部に配置されたスイッチング素子２２０と、各画素ＰＸ
のそれぞれに配置されスイッチング素子２２０に接続された画素電極２３０と、を備えて
いる（但し、ｍ及びｎは正の整数）。
【００１８】
　ゲート線Ｙとゲート接続配線ＹＣとは、絶縁膜を介して互いに交差するように配置され
ている。また、ゲート線Ｙとソース線Ｘとは、絶縁膜を介して互いに交差するように配置
されている。ゲート接続配線ＹＣ及びソース線Ｘは、アクティブエリア１２０において、
互いに平行に延出するように配置されている。これらのゲート接続配線ＹＣ及びソース線
Ｘは、同一層（つまり、同一の絶縁膜上）に配置されても良いし、絶縁膜を介して異なる



(5) JP 5526265 B2 2014.6.18

10

20

30

40

50

層（つまり、一方が絶縁膜に覆われ他方がその絶縁膜上）に配置されても良い。
【００１９】
　特に、この実施の形態では、後述するように、ゲート接続配線ＹＣ及びゲート線Ｙは、
後述するコンタクト部を介して電気的に接続されている。
【００２０】
　スイッチング素子２２０は、例えばアモルファスシリコンやポリシリコンなどによって
形成された半導体層を備えた薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）によって構成されている。
【００２１】
　スイッチング素子２２０のゲート電極２２２は、ゲート線Ｙに電気的に接続されている
（あるいは、ゲート線Ｙと一体的に形成されている）。スイッチング素子２２０のソース
電極２２５は、ソース線Ｘに電気的に接続されている（あるいは、ソース線Ｘと一体的に
形成されている）。スイッチング素子２２０のドレイン電極２２７は、画素電極２３０に
電気的に接続されている。
【００２２】
　対向基板３００は、アクティブエリア１２０において、複数の画素電極２３０のそれぞ
れに対向した対向電極３３０を備えている。
【００２３】
　また、液晶表示パネル１００は、アクティブエリア外１３０に配置された信号供給部１
３１を備えている。この信号供給部１３１は、ゲートドライバ及びソースドライバなどを
含む信号供給源として機能する駆動ＩＣチップと接続可能な複数のパッドＰを有している
。パッドＰは、信号供給源に信号を入力するための入力パッドや、信号供給源から信号を
出力するための出力パッドなどを含んでいる。出力パッドとしては、ゲート接続配線ＹＣ
に接続されたパッドＰＧ、ソース線Ｘに接続されたパッドＰＳなどが含まれる。
【００２４】
　図１に示した例では、信号供給部１３１は、対向基板３００の端部３００Ａより外方に
向かって延在したアレイ基板２００の延在部２００Ｅに形成されている。すなわち、アレ
イ基板２００は、対向基板３００と同様に四角形状に形成され、３辺については対向基板
３００の端部と概ね揃い（つまり、アレイ基板２００の端部と対向基板の端部とが対向す
る）、一辺のみが対向基板３００より延在している。つまり、対向基板３００の端部３０
０Ａは、アレイ基板２００の端部２００Ａとは対向せず、アレイ基板２００において信号
供給部に向かって延出した配線と対向する。このように、図１に示した例では、延在部２
００Ｅは、液晶表示パネル１００の一辺のみに形成されている。
【００２５】
　特に、この実施の形態においては、延在部２００Ｅは、液晶表示パネル１００の列方向
Ｖの延長線上に位置している。つまり、信号供給部１３１は、列方向Ｖの延長線上に位置
するアクティブエリア外１３０の一辺（すなわち、アレイ基板２００の端部２００Ａ及び
対向基板３００の端部３００Ａと平行な液晶表示パネル１００の一辺）に沿って配置され
ている。
【００２６】
　図１のように、液晶表示パネル１００を平面的に見た場合、延在部２００Ｅは、アレイ
基板２００の端部２００Ａと対向基板３００の端部３００Ａとの間の領域に相当し、信号
供給部１３１は、アレイ基板２００の端部２００Ａと対向基板３００の端部３００Ａとの
間に配置されている。
【００２７】
　アクティブエリア１２０において行方向Ｈに沿って配置されたゲート線Ｙのそれぞれは
、アクティブエリア１２０の全体にわたって略一直線状に延出し、概ねアクティブエリア
１２０の行方向Ｈに沿った幅と同等の（もしくはマージン等を考慮してアクティブエリア
１２０の行方向Ｈに沿った幅よりわずかに長い）長さに形成されている。
【００２８】
　これらのゲート線Ｙのそれぞれは、アクティブエリア１２０において列方向Ｖに沿って
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配置されたゲート接続配線ＹＣのいずれかに接続されている。各ゲート接続配線ＹＣは、
アクティブエリア１２０から信号供給部１３１に向かってアクティブエリア外１３０に引
き出され、信号供給部１３１のパッドＰＧに接続されている。これにより、信号供給源か
ら出力された走査信号は、信号供給部１３１のパッドＰＧを介して各ゲート接続配線ＹＣ
を経由してゲート線Ｙに供給される。
【００２９】
　また、各ソース線Ｘも同様に、アクティブエリア１２０から信号供給部１３１に向かっ
てアクティブエリア外１３０に引き出され、信号供給部１３１のパッドＰＳに接続されて
いる。これにより、信号供給源から出力された映像信号は、信号供給部１３１のパッドＰ
Ｓを介して各ソース線Ｘに供給される。
【００３０】
　上述したように、この実施の形態においては、ゲート線Ｙと電気的に接続されたゲート
接続配線ＹＣ及びソース線Ｘに信号を供給する信号供給部１３１は、ゲート接続配線ＹＣ
及びソース線Ｘが延出する列方向Ｖの延長線上に位置するアクティブエリア外１３０の一
辺に沿って配置されている。
【００３１】
　このように、ゲート線Ｙの延出方向と直交する方向に信号供給部１３１が配置された構
成において、アクティブエリア１２０にゲート線Ｙの延出方向と直交するゲート接続配線
ＹＣを配置し、ゲート線Ｙと電気的に接続することにより、信号供給部１３１とゲート線
Ｙとを接続するゲート接続配線ＹＣをアクティブエリア外１３０に引き回すためのスペー
スを確保する必要がなくなる。このため、信号供給部１３１が配置される一辺を除いて、
アクティブエリア外１３０の額縁サイズを縮小することができる。
【００３２】
　具体的には、アクティブエリア１２０から、行方向Ｈの延長線上に位置する液晶表示パ
ネル１００の両辺１００Ｂ及び１００Ｃまでの幅を縮小することができる。また、アクテ
ィブエリア１２０から、アクティブエリア１２０を挟んで延在部２００Ｅと対向する液晶
表示パネルの一辺１００Ｄまでの幅も縮小することができる。
【００３３】
　したがって、液晶表示装置の狭額縁化が可能となる。
【００３４】
　また、ゲート接続配線ＹＣは、アクティブエリア１２０内に配置されているため、高精
細化に伴って画素数が増加した場合つまりゲート線Ｙの数が増加した場合であっても、額
縁サイズを拡大することなく対応可能となる。つまり、画素数やゲート線数に関係なく狭
額縁化が可能となる。
【００３５】
　次に、アレイ基板２００及び対向基板３００の構造をより詳細に説明する。
【００３６】
　図２は、図１に示した液晶表示パネルの断面図及び図３のＡ－Ａ線で切断したアレイ基
板の断面図を示している。図２及び図３に示すように、アレイ基板２００は、ガラスなど
の光透過性を有する四角形状の絶縁基板２１０を用いて形成されている。スイッチング素
子２２０のゲート電極２２２は、ゲート線Ｙなどとともに絶縁基板２１０の一方の主面（
液晶層と対向する面）に配置されている。図３に示した例では、ゲート電極２２２は、ゲ
ート線Ｙと一体に形成されている。つまり、ゲート線Ｙとゲート電極２２２とは、同一材
料によって形成されている。
【００３７】
　これらのゲート線Ｙ及びゲート電極２２２は、ゲート絶縁膜２４０によって覆われてい
る。このゲート絶縁膜２４０は、例えば、窒化シリコン（Ｓｉ3Ｎ４）などによって形成
されている。
【００３８】
　スイッチング素子２２０の半導体層２４２は、例えば、アモルファスシリコンによって
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形成され、ゲート電極２２２と対向するようにゲート絶縁膜２４０の上に配置されている
。
【００３９】
　スイッチング素子２２０のソース電極２２５及びドレイン電極２２７は、ソース線Ｘな
どとともにゲート絶縁膜２４０の上に配置され、それぞれの一部が半導体層２４２にコン
タクトしている。ソース線Ｘ、ソース電極２２５及びドレイン電極２２７は、同一材料に
よって形成可能である。ゲート線Ｙやソース線Ｘなどは、モリブデン、タングステン、ア
ルミニウム、チタンなどの導電材料によって形成されている。
【００４０】
　これらのソース電極２２５及びドレイン電極２２７は、ソース線Ｘなどとともに層間絶
縁膜２４４によって覆われている。この層間絶縁膜２４４は、例えば、窒化シリコン（Ｓ
ｉ3Ｎ４）などによって形成されている。
【００４１】
　この層間絶縁膜２４４は、さらに絶縁膜などによって覆われても良い。この絶縁膜は、
有機系材料や無機系材料によって形成可能である。一例として、絶縁膜は、液状などの比
較的粘度が低い有機系材料（例えば、熱硬化性樹脂材料、感光性樹脂材料など）を塗布す
るなどして成膜した後、加熱や電磁波照射などの硬化処理を施すことによって形成可能で
あり、その表面を概ね平坦にすることができる。
【００４２】
　画素電極２３０は、層間絶縁膜２４４の上において各画素ＰＸに対応して配置されてい
る。この画素電極２３０は、層間絶縁膜２４４に形成されたコンタクトホールを介してス
イッチング素子２２０のドレイン電極２２７と電気的に接続されている。
【００４３】
　バックライト光を選択的に透過して画像を表示する透過型の液晶表示パネルにおいては
、画素電極２３０は、例えば、インジウム・ティン・オキサイド（ＩＴＯ）やインジウム
・ジンク・オキサイド（ＩＺＯ）などの光透過性を有する導電材料によって形成されてい
る。また、外光を選択的に反射して画像を表示する反射型液晶表示パネルにおいては、画
素電極２３０は、例えば、アルミニウム（Ａｌ）やモリブデン（Ｍｏ）などの光反射性を
有する導電材料によって形成されている。
【００４４】
　このようなアレイ基板２００の表面は、液晶層４００に含まれる液晶分子の配向を制御
するための配向膜２５０によって覆われている。
【００４５】
　対向基板３００は、ガラスなどの光透過性を有する四角形状の絶縁基板３１０を用いて
形成されている。
【００４６】
　カラー表示タイプの液晶表示装置では、液晶表示パネル１００は、アクティブエリア１
２０において、複数種類の画素、例えば赤（Ｒ）を表示する赤色画素ＰＸＲ、緑（Ｇ）を
表示する緑色画素ＰＸＧ、青（Ｂ）を表示する青色画素ＰＸＢを有している。
【００４７】
　図２に示した実施の形態では、対向基板３００は、アクティブエリア１２０において、
ゲート線Ｙやソース線Ｘなどの他にスイッチング素子２２０を含む配線部Ｗと対向するブ
ラックマトリクスＢＭ、各画素ＰＸに対応して配置されたカラーフィルタ層３２０、対向
電極３３０などを備えている。
【００４８】
　ブラックマトリクスＢＭは、絶縁基板３１０の一方の主面（液晶層と対向する面）に配
置されている。このブラックマトリクスＢＭは、例えば黒色に着色された樹脂材料や遮光
性の金属材料によって形成されている。
【００４９】
　カラーフィルタ層３２０は、ブラックマトリクスＢＭによって囲まれた領域に配置され
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ている。このカラーフィルタ層３２０は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び青色（Ｂ）にそ
れぞれ着色された着色樹脂によって形成されている。
【００５０】
　すなわち、赤色の主波長の光を透過するように着色された赤色カラーフィルタ層３２０
Ｒは、赤色画素ＰＸＲに配置されている。緑色の主波長の光を透過するように着色された
緑色カラーフィルタ層３２０Ｇは、緑色画素ＰＸＧに配置されている。青色の主波長の光
を透過するように着色された青色カラーフィルタ層３２０Ｂは、青色画素ＰＸＢに配置さ
れている。なお、このようなカラーフィルタ層３２０（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は、アレイ基板側に
配置されていても良い。
【００５１】
　また、対向基板３００は、アクティブエリア１２０の周辺に額縁状に配置された周辺遮
光層５００を備えている。この周辺遮光層５００は、例えば黒色に着色された樹脂材料に
よって形成されている。このような周辺遮光層５００は、ブラックマトリクスＢＭと同一
材料により同一工程で形成可能である。
【００５２】
　対向電極３３０は、アクティブエリア１２０において、複数の画素ＰＸに対向するよう
にカラーフィルタ層３２０の上に配置されている。この対向電極３３０は、例えばＩＴＯ
やＩＺＯなどの光透過性を有する導電材料によって形成されている。
【００５３】
　図２に示した例では、縦電界（基板の主面にほぼ垂直な電界）を主として利用する縦電
界モードに対応し、対向電極３３０は、液晶層４００を介して複数の画素電極２３０に対
向するように対向基板３００に備えられているが、対向電極３３０は、アレイ基板２００
に備えられても良い。すなわち、横電界（基板の主面にほぼ平行な電界）を主として利用
する横電界モードでは、対向電極３３０は、画素電極２３０とは電気的に絶縁され且つ画
素電極２３０に対向するようにアレイ基板２００に備えられる。
【００５４】
　このような対向基板３００の表面は、液晶層４００に含まれる液晶分子の配向を制御す
るための配向膜３５０によって覆われている。
【００５５】
　反射型の液晶表示パネル１００に対しては、対向基板３００の外面に光学素子３６０が
設けられている。また、透過型の液晶表示パネル１００に対しては、アレイ基板２００及
び対向基板３００の外面に、それぞれ光学素子２６０及び３６０が設けられている。これ
らの光学素子２６０及び３６０は、液晶層４００の特性に合わせて偏光方向を設定した偏
光板などを含んでいる。また、これらの光学素子２６０及び３６０は、必要に応じて、位
相差板を含んでいても良い。
【００５６】
　ところで、図３及び図４に示すように、ゲート接続配線ＹＣは、ゲート線Ｙを覆うゲー
ト絶縁膜２４０の上において、ソース線Ｘとともに配置されている。つまり、ゲート線Ｙ
とゲート接続配線ＹＣとは、ゲート絶縁膜２４０を介して交差している。このようなゲー
ト接続配線ＹＣとソース線Ｘとは、ゲート絶縁膜２４０の上において互いに離間し、ほぼ
平行に配置されている。このため、ゲート接続配線ＹＣは、ソース線Ｘと同一材料によっ
て形成可能である。
【００５７】
　すなわち、ゲート絶縁膜２４０の上において、ゲート接続配線ＹＣがソース線Ｘと同一
材料によって形成される場合、これらは同一工程で形成可能であり、ゲート接続配線ＹＣ
を追加するにあたり、製造工程を追加することなく（つまり、生産性を悪化させることな
く）対応可能となる。このため、製造コストの増加を抑制できる。
【００５８】
　なお、寸法の一例として、ソース線Ｘの幅は３～５μｍであり、また、ゲート接続配線
ＹＣの幅は１０μｍ程度であり、１画素の行方向Ｈに沿った幅が８０μｍの場合、ゲート
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接続配線ＹＣが画素ＰＸの略中央（つまり、画素電極２３０の略中心）を通るように配置
することにより、ゲート接続配線ＹＣとソース線Ｘとの間に３０μｍ程度の間隔を確保す
ることが可能である。これにより、ゲート接続配線ＹＣ及びソース線Ｘを同一工程で形成
した場合でも、一般的な解像度のフォトリソグラフィプロセスにより、両者のショートを
防止できる。
【００５９】
　このようなゲート接続配線ＹＣは、ソース線Ｘとともに層間絶縁膜２４４によって覆わ
れている。また、ゲート接続配線ＹＣは、層間絶縁膜２４４を介して画素電極２３０と対
向する。ゲート接続配線ＹＣがソース線Ｘと同一材料によって形成されている場合、これ
らは、一般に、モリブデン、タングステン、アルミニウム、チタンなどの光透過性を有し
ていない導電材料によって形成される。
【００６０】
　反射型の液晶表示パネル１００においては、ゲート接続配線ＹＣと画素電極２３０とが
対向する配置を採用したことで特に画素開口率に影響を及ぼさないが、透過型の液晶表示
パネル１００においては、ゲート接続配線ＹＣの画素電極２３０と対向する部分が遮光さ
れてしまい、表示に寄与しなくなる（つまり、画素開口率の低下）。
【００６１】
　そこで、透過型の液晶表示パネル１００においては、ゲート接続配線ＹＣは、光透過性
を有する導電材料によって形成されることが望ましい。この場合、ゲート接続配線ＹＣの
うち、少なくとも画素電極２３０と対向する部分が光透過性を有することが望ましい。こ
れにより、透過型の液晶表示パネル１００において、ゲート接続配線ＹＣと画素電極２３
０とが対向する部分も表示に寄与するため、画素開口率のロスを抑制できる。
【００６２】
　上述したように、ゲート線Ｙとゲート接続配線ＹＣとがゲート絶縁膜２４０を介して交
差する構成において、両者を電気的に接続するコンタクト部ＣＴは、図３及び図４に示す
ように、画素電極２３０と重ならない部分、つまり、表示に寄与しない部分に配置されて
いる。
【００６３】
　ここに示した例では、コンタクト部ＣＴは、ゲート線Ｙとゲート接続配線ＹＣとが交差
する部分において、層間絶縁膜２４４の上に配置されている。このコンタクト部ＣＴは、
ゲート絶縁膜２４０及び層間絶縁膜２４４を貫通する第１コンタクトホールＣＨ１を介し
てゲート線Ｙとコンタクトしている。一方で、このコンタクト部ＣＴは、層間絶縁膜２４
４を貫通する第２コンタクトホールＣＨ２を介してゲート接続配線ＹＣとコンタクトして
いる。このような構成のコンタクト部ＣＴにより、ゲート線Ｙとゲート接続配線ＹＣとが
電気的に接続されている。
【００６４】
　このコンタクト部ＣＴは、層間絶縁膜２４４の上において、画素電極２３０から離間し
て配置されている。このようなコンタクト部ＣＴは、画素電極２３０と同一材料によって
形成可能である。
【００６５】
　すなわち、層間絶縁膜２４４の上において、コンタクト部ＣＴと画素電極２３０とが同
一材料によって形成される場合、これらは同一工程で形成可能であり、コンタクト部ＣＴ
を追加するにあたり、製造工程を追加することなく対応可能となる。このため、製造コス
トの増加を抑制できる。
【００６６】
　図１に示したように、ソース線Ｘとゲート接続配線ＹＣとは、アクティブエリア１２０
において、交互に配置されている。つまり、１本のゲート接続配線ＹＣ（例えば、ＹＣ２
）は、隣接する２本のソース線Ｘ（例えば、Ｘ１及びＸ２）間に配置されている。このと
き、ゲート接続配線ＹＣは、隣接する２本のソース線Ｘに挟まれた画素電極２３０と対向
している。
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【００６７】
　特に、図１に示した例では、アクティブエリア１２０に配置されたソース線Ｘとゲート
接続配線ＹＣとが同数である。つまり、ソース線Ｘの本数がｎ本であるとすると、ゲート
接続配線ＹＣもｎ本である。すなわち、各ソース線Ｘに接続された画素列の各画素電極２
３０には、１本のゲート接続配線ＹＣが対向するように構成されている。
【００６８】
　このとき、ゲート接続配線ＹＣのそれぞれは、アクティブエリア１２０の全体に延出し
ていることが望ましい。この場合、アクティブエリア１２０において列方向Ｖに沿って配
置されたゲート接続配線ＹＣのそれぞれは、アクティブエリア１２０の全体にわたって略
一直線状に延出し、略同等の長さに形成されている。そして、これらのゲート接続配線Ｙ
Ｃは、アクティブエリア１２０の列方向Ｖに沿った幅より長く形成され、信号供給部１３
１に接続されている。
【００６９】
　換言すると、ゲート接続配線ＹＣのそれぞれは、アクティブエリア１２０に配置された
全てのゲート線Ｙ（図１に示した例ではｍ本のゲート線Ｙ）と交差するとともに、各ソー
ス線Ｘに接続された画素列の全ての画素電極２３０と対向する。ゲート線Ｙは、これらの
ゲート接続配線ＹＣのいずれかに電気的に接続されている。
【００７０】
　つまり、ゲート接続配線ＹＣ間での配線容量の差がほとんどなく（あるいは極めて小さ
く）、各ゲート線Ｙに対して所望の信号を供給することが可能となる。
【００７１】
　また、ゲート接続配線ＹＣが光透過性を有していない導電材料によって形成された場合
であっても、各画素ＰＸにおいて、画素電極２３０と対向する面積が同等となり、表示に
寄与する面積の差（つまり開口率の差）をなくすことができる。
【００７２】
　したがって、良好な表示品位が得られる。
【００７３】
　次に、ゲート線Ｙの本数とソース線Ｘの本数とが同一の場合（すなわち、図１に示した
例において、ｍ＝ｎの場合）について説明する。なお、以下に示す例では、説明に必要な
主要部のみを図示している。
【００７４】
　図５に示した例では、アクティブエリア１２０に配置されたゲート線Ｙ及びソース線Ｘ
の本数がそれぞれ６本の場合を図示している。すなわち、ゲート線Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３、Ｙ
４、Ｙ５、Ｙ６は、列方向Ｖにこの順に並んでいる。ソース線Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、
Ｘ５、Ｘ６は、行方向Ｈにこの順に並んでいる。
【００７５】
　ここに示した例では、ゲート接続配線ＹＣはソース線Ｘと交互に配置され、しかも、ゲ
ート接続配線ＹＣ及びソース線Ｘの本数が同数である。すなわち、ゲート接続配線ＹＣ１
、ＹＣ２、ＹＣ３、ＹＣ４、ＹＣ５、ＹＣ６は、行方向Ｈにこの順に並んでいる。これら
のゲート接続配線ＹＣ１～６のそれぞれは、６本すべてのゲート線Ｙ１～６と交差すると
ともに単一のコンタクト部ＣＴを介して単一のゲート線Ｙと接続されている。
【００７６】
　図５に示した例においては、ゲート線Ｙのそれぞれは、配列順にゲート接続配線ＹＣに
順次接続されている。すなわち、ゲート線Ｙ１はコンタクト部ＣＴ１を介してゲート接続
配線ＹＣ１に接続されている。同様に、ゲート線Ｙ２はコンタクト部ＣＴ２を介してゲー
ト接続配線ＹＣ２に接続され、ゲート線Ｙ３はコンタクト部ＣＴ３を介してゲート接続配
線ＹＣ３に接続され、ゲート線Ｙ４はコンタクト部ＣＴ４を介してゲート接続配線ＹＣ４
に接続され、ゲート線Ｙ５はコンタクト部ＣＴ５を介してゲート接続配線ＹＣ５に接続さ
れ、ゲート線Ｙ６はコンタクト部ＣＴ６を介してゲート接続配線ＹＣ６に接続されている
。
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【００７７】
　なお、アクティブエリア１２０における少なくとも一部において、ゲート線Ｙとゲート
接続配線ＹＣとを接続するコンタクト部ＣＴがランダムに配置されても良い。
【００７８】
　このような構成において、信号供給部１３１は、図６に示すように、ゲート接続配線Ｙ
Ｃ１～ＹＣ６のそれぞれに接続されたパッド（第１パッド）ＰＧ１～ＰＧ６、及び、ソー
ス線Ｘ１～Ｘ６のそれぞれに接続されたパッド（第２パッド）ＰＳ１～ＰＳ６を備えてい
る。これらのパッドＰＧとパッドＰＳとは、交互に配置されている。当然のことながら、
信号供給部１３１に接続される信号供給源の出力ピンは、上記したパッドレイアウトに対
応している。
【００７９】
　これにより、上記した狭額縁液晶表示パネル１００において、信号供給源から各ゲート
線Ｙ及び各ソース線Ｘに所定の信号を供給することが可能となる。
【００８０】
　図６に示した例では、パッドＰＧ及びパッドＰＳは、行方向Ｈに延びた一直線状に配列
されている。このようなレイアウトのパッドＰＧ及びパッドＰＳに対しては、ゲート線Ｙ
に信号を供給するゲートドライバ及びソース線Ｘに信号を供給するソースドライバを含む
単一の駆動ＩＣチップ６００が接続されている。すなわち、駆動ＩＣチップ６００の出力
ピンは、図６に示したパッドレイアウトに対応して一直線状に配列され、しかも、ゲート
線用の走査信号を出力する出力ピンと、ソース線用の映像信号を出力する出力ピンとが交
互に配置されている。
【００８１】
　このような構成によれば、アクティブエリア１２０からアレイ基板２００の端部２００
Ａまでの距離を短縮することが可能である。つまり、液晶表示パネル１００のアクティブ
エリア１２０から３辺１００Ｂ、１００Ｃ、１００Ｄまでの幅のみならず、延在部２００
Ｅの面積を縮小することができ、さらなる狭額縁化が可能となる。
【００８２】
　図７に示した例では、パッドＰＧとパッドＰＳとが交互に配置され、かつ、パッドＰＧ
及びパッドＰＳは、行方向Ｈに延びた２列に千鳥配列されている。ここでは、信号供給部
１３１のアクティブエリア側において、６個のパッドＰＧが行方向Ｈに延びた一直線状に
配列されている。すなわち、６個のパッドＰＧは、直線Ｌ１の上に位置している。また、
信号供給部１３１のアレイ基板端部２００Ａ側において、６個のパッドＰＳが行方向Ｈに
延びた一直線状に配列されている。すなわち、６個のパッドＰＧは、直線Ｌ２の上に位置
している。
【００８３】
　このとき、パッドＰＳに接続されるソース線Ｘのそれぞれは、パッドＰＧよりもアレイ
基板端部２００Ａ側に引き出されている。つまり、各ソース線Ｘは、６個のパッドＰＧが
位置する直線Ｌ１に対して交差している。換言すると、直線Ｌ１上において、パッドＰＧ
とソース線Ｘとが交互に配置されている。
【００８４】
　このようなレイアウトのパッドＰＧ及びパッドＰＳに対しては、ゲート線Ｙに信号を供
給するゲートドライバ及びソース線Ｘに信号を供給するソースドライバを含む単一の駆動
ＩＣチップ６００が接続されている。すなわち、駆動ＩＣチップ６００の出力ピンは、図
７に示したパッドレイアウトに対応して千鳥配列されている。
【００８５】
　このような構成によれば、信号供給部１３１において、パッドＰＧ同士の間隔、及び、
パッドＰＳ同士の間隔を短縮することが可能となる。このため、信号供給部１３１を縮小
することができ、これに対応して、駆動ＩＣチップ６００のサイズを縮小することが可能
である。
【００８６】
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　また、図８に示した例のように、パッドＰＧ及びパッドＰＳが千鳥配列された信号供給
部１３１に対しては、パッドＰＧに接続された第１駆動ＩＣチップ６１０と、パッドＰＳ
に接続された第２駆動ＩＣチップ６２０とが列方向Ｖに並んで配置されても良い。この場
合、第１駆動ＩＣチップ６１０は、ゲートドライバを含んでいる。また、第２駆動ＩＣチ
ップ６２０は、ソースドライバを含んでいる。
【００８７】
　このような構成においても、信号供給部１３１を縮小することができ、第１駆動ＩＣチ
ップ６１０及び第２駆動ＩＣチップ６２０のそれぞれのサイズを縮小することが可能であ
る。
【００８８】
　なお、図７及び図８に示した例では、パッドＰＧがパッドＰＳよりもアクティブエリア
側に配置された場合について説明したが、パッドＰＳがパッドＰＧよりもアクティブエリ
ア側に配置された場合であっても、同様の効果が得られる。
【００８９】
　次に、信号供給部１３１の他の形態について説明する。
【００９０】
　すなわち、信号供給部１３１は、図９に示すように、行方向Ｈに延びた一直線状に配列
されたパッド（第１パッド）ＰＧ１～ＰＧ６、及び、行方向Ｈに延びた一直線状に配列さ
れたパッド（第２パッド）ＰＳ１～ＰＳ６を備えている。パッドＰＧは、アクティブエリ
ア外１３０に引き出されたソース線Ｘと交互に配置されている。ソース線Ｘは、パッドＰ
Ｇよりもアレイ基板２００の端部２００Ａ側で互いに交差することなくパッドＰＳまで引
き回されている。
【００９１】
　図９に示した例では、パッドＰＧ及びパッドＰＳのそれぞれは、行方向Ｈに延びた一直
線状に配列されている。このようなレイアウトのパッドＰＧ及びパッドＰＳに対しては、
ゲート線Ｙに信号を供給するゲートドライバ及びソース線Ｘに信号を供給するソースドラ
イバが行方向Ｈに並んだ単一の駆動ＩＣチップ６００を接続することが可能である。
【００９２】
　また、配線の引き回しに際して、異なる信号が供給される配線が交差することがなく、
ショートの発生や、容量に起因した不具合の発生を防止できる。
【００９３】
　また、図１０に示した例のように、パッドＰＧ及びパッドＰＳが一直線状に配列された
信号供給部１３１に対しては、パッドＰＧに接続された第１駆動ＩＣチップ６１０と、パ
ッドＰＳに接続された第２駆動ＩＣチップ６２０とが行方向Ｈに並んで配置されても良い
。この場合、第１駆動ＩＣチップ６１０は、ゲートドライバを含んでいる。また、第２駆
動ＩＣチップ６２０は、ソースドライバを含んでいる。
【００９４】
　このような構成においても、図９に示した例と同様の効果が得られる。
【００９５】
　また、図９及び図１０の構成によれば、本実施の形態の液晶表示装置に即して駆動ＩＣ
チップの出力ピンの配置を設計し直す必要が殆ど無く、あるいは、出力ピンの配置を設計
し直すとしても些細な変更のみで、一般的な液晶表示装置に用いられる駆動ＩＣチップを
使用することが可能となる。
【００９６】
　なお、図９及び図１０に示した例では、パッドＰＧとソース線Ｘとが交互に配置され、
ソース線Ｘをアレイ基板端部２００Ａ側で引き回す場合について説明したが、パッドＰＳ
と接続配線ＹＣとが交互に配置され、接続配線ＹＣをアレイ基板端部２００Ａ側で引き回
しても良く、このような場合であっても、同様の効果が得られる。
【００９７】
　以上説明したように、この実施の形態の液晶表示装置によれば、狭額縁化が可能である
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【００９８】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、その実施の段階
ではその要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。例えば、上記実施形
態では、ソース線とゲート接続配線は平行に配置されているが、このゲート接続配線を無
くし、ゲート線と平行なソース接続配線を設け、このソース接続配線とソース線とをコン
タクトホールを介して接続する実施形態にしても良い。この場合には、第一配線はソース
線、接続配線はソース接続配線であり、第二配線はゲート線となる。この実施形態では、
ゲート線は直接信号供給部に接続され、ソース線はソース接続配線を介して信号供給部に
接続される。このような実施形態においても額縁サイズを拡大することなく高精細化が可
能となる。
【００９９】
　また、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより種々の
発明を形成できる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除
してもよい。更に、異なる実施形態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【０１００】
　ＰＸ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）…画素
　Ｙ…ゲート線　ＹＣ…ゲート接続配線　Ｘ…ソース線
　ＣＴ…コンタクト部
　１００…液晶表示パネル
　１２０…アクティブエリア　１３０…アクティブエリア外
　１３１…信号供給部
　２００…アレイ基板　２００Ｅ…延在部
　３００…対向基板
　４００…液晶層
　６００…駆動ＩＣチップ
　ＰＳ…パッド　ＰＧ…パッド



(14) JP 5526265 B2 2014.6.18

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(15) JP 5526265 B2 2014.6.18

【図６】 【図７】

【図８】 【図９】



(16) JP 5526265 B2 2014.6.18

【図１０】



(17) JP 5526265 B2 2014.6.18

10

20

30

40

フロントページの続き

(74)代理人  100075672
            弁理士　峰　隆司
(74)代理人  100119976
            弁理士　幸長　保次郎
(74)代理人  100153051
            弁理士　河野　直樹
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(74)代理人  100134290
            弁理士　竹内　将訓
(72)発明者  高橋　一博
            東京都港区西新橋三丁目７番１号　株式会社ジャパンディスプレイ内
(72)発明者  野中　正信
            東京都港区西新橋三丁目７番１号　株式会社ジャパンディスプレイ内
(72)発明者  安藤　雅徳
            東京都港区西新橋三丁目７番１号　株式会社ジャパンディスプレイ内
(72)発明者  春原　一之
            東京都港区西新橋三丁目７番１号　株式会社ジャパンディスプレイ内

    審査官  右田　昌士

(56)参考文献  特開平１１－３０５６８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２４４５８５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－２６２４６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１８４８８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２０７２２１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－０５８０７５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２１９０４６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－２２５４１３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－０８９８１９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－３１１６４２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３４５　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３６８　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３４３　　



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP5526265B2 公开(公告)日 2014-06-18

申请号 JP2013116206 申请日 2013-05-31

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日本显示器

申请(专利权)人(译) 有限公司日本显示器

当前申请(专利权)人(译) 有限公司日本显示器

[标]发明人 高橋一博
野中正信
安藤雅徳
春原一之

发明人 高橋 一博
野中 正信
安藤 雅徳
春原 一之

IPC分类号 G02F1/1345 G02F1/1368 G02F1/1343

FI分类号 G02F1/1345 G02F1/1368 G02F1/1343

F-TERM分类号 2H092/GA35 2H092/GA44 2H092/GA60 2H092/JA26 2H092/JA46 2H092/JB24 2H092/JB64 2H092
/JB65 2H092/NA25 2H192/BC31 2H192/CB05 2H192/FA35 2H192/FA42 2H192/FA73 2H192/FB22 
2H192/FB34

代理人(译) 中村诚
河野直树
冈田隆

其他公开文献 JP2013210666A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

摘要：要解决的问题：提供一种液晶显示装置，其框架可以缩小，并且
可以在不增大框架尺寸的情况下增加其清晰度。解决方案：在液晶显示
装置中，液晶显示面板100的阵列基板200包括：栅极线Y，其布置成在
有源区的线方向H上延伸;栅极连接布线YC布置成在有源区的列方向V上
延伸并通过绝缘膜与栅极线交叉;接触部分CT，其将栅极线与栅极连接布
线电连接;源极线X布置成与有源区中的栅极连接布线平行地延伸;信号提
供部分131，包括沿着列方向上的延长线上的有源区域的一侧布置的第一
焊盘PG，连接到栅极连接布线，并向栅极线提供信号，以及第二焊盘
PG焊盘PS连接到源极线，并将信号提供给栅极线。第一垫和第二垫交替
布置。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/e2c3a377-23a9-44d4-a8a1-4bab02cdef1b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/049528485/publication/JP5526265B2?q=JP5526265B2

